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宋元時代の江南における水稲品種の栽培期間















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































ア 烏口稲 【最晩者】【晩熟】 7,9
秋初［７月］播種。 20




ウ 黄 ①７月～10月(90日)。 3
②６月～８月(60日)。 21,49
エ 黄 山 品種名のみ。 3,10
４月～8月(120日)。 35
オ 下馬看 品種名のみ。 7,11,20
(三朝斉) ９月登熟。 34







ク 銀城 品種名のみ。 1
【早熟】 26
穀雨［4/20頃］～秋分［9/23頃］(150日)。 48
ケ 紅占城 8月収穫【晩】。 3
コ 紅婢暴 品種名のみ及び栽培期間の記載無し。 3,5
(黄皮稲) ①芒種［6/5頃］播種100日後［9月］登熟。 49
②８月登熟。 43
サ 紅蓮稲 品種名のみ及び栽培期間の記載無し。 7,8,9
５月～９月(120日)。【晩種晩熟】 12,29
シ 香稲 品種名のみ 7,11









ス 師姑 品種名のみ。 4,6
(矮白) 【晩熟】 9
(矮稲) ５月～９月(120日)。 12,15,41,45,47
セ 舜耕稲 栽培期間の記載無し。 7
(鳳凰稲) 立夏［5/5頃］～寒露［10/8頃］(150日)。 48
ソ 上稈青稲 栽培期間の記載無し。 3
５月～９月(120日)。 12
タ 赤稲 品種名のみ。 10
３月～６月(90日)。 12











テ 早十日 品種名のみ。 2
処暑［8/23頃］登熟。 27






ナ 泰州紅 品種名のみ。 3
― 56―
(赤 山) 穀雨［4/20頃］～白露［9/7頃］(150日)。 48
ニ 大赤 品種名のみ。 6
５月～９月(120日)。 41,45
ヌ 軟稈白 栽培期間の記載無し。 3
８月登熟。 33
ネ 白婢暴 栽培期間の記載無し。 5
秋初［７月］登熟。 3












フ 八十日 品種名のみ。 11
①７月初登熟。 3
②８月登熟。 32































ム 秋風糯 【早熟】 9
大暑［7/23頃］収穫。 16,20,24,31,39,
44




モ 早帰生 ６月登熟。 2









ヨ 脂糯 品種名のみ。 1
①５月～９月(120日)。 15,29,37,47
②小満［5/23頃］～立冬［11/7頃］(170日)。 50



























































３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月
播種 4 6 3 1
早稲
登熟 2 5 6 2 3




栽培期間(月) 栽培日数(日) 該当数 品 種
３～５ 60 2 ヘ,ホ
３～６ 90 3 タ,ノ,ヘ
３～７ 120 1 マ
４～６ 60 2 マ,ホ
４～７ 90 3 キ,ノ,ラ
４～８ 120 3 エ,ツ,ヒ
４～９ 150 5 ク,ツ,ナ,メ,ユ
５～７ 60 1 ホ
５～８ 90 1 ト
５～９ 120 8 イ,サ,ス,ソ,ニ,ハ,ホ,ヨ
５～10 150 5 イ,シ,セ,ミ,ヤ
５～11 180 1 ヨ
６～８ 60 1 ウ
６～９ 90 1 コ
７～10 90 1 ウ
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表４ 宋元時代に大小麦の栽培期間
登熟・収穫期 ・大麦は３月半ば、小麦は４月初め収穫（汪応辰『文定集』巻４、
御 再問蜀中旱 )。
・ 大麦立夏(5/5)前、小麦小満(5/21)前に登熟。(施宿ほか『嘉
泰会𥡴志』巻17、草部)
播種期 ・８月の社の前に播種（陳甫方『農書』巻上、六種之宜篇、第５)
・ 大麦、小麦とも10月から１月に播種（兪希魯『至順鎮江志』
巻４、土産、麦)。
註
(１) 本稿では「江南」と呼ぶ地域を、現在の安徽省南部、江蘇省南部、浙江省、
福建省とする。これは参考とした宋元時代の地方志の分布地域だからである。
(２) 拙稿「宋代江南における農耕技術史の方法的検討」『佛教大学大学院紀要(文
学研究科篇)』39、2011年。
(３) 足立啓二「宋代両浙における水稲作の生産力水準」『文学部論叢(熊本大学)』
17、1985年、後『明清中国の経済構造』汲古書院、2012年所収。大澤正昭「蘇
湖熟天下足―「虚像」と「実像」のあいだ―」『新しい歴史学のために』179、
1985年、後『唐宋変革期農業社会史研究』汲古書院、1996年所収。
(４) 田中耕司は水稲作の耕地環境を改変するための技術である「立地形成型技
術」と、その耕地で用いられる様々な技術である「立地適応型技術」の関係に
ついて論じている。「立地形成型技術」とは、自然環境への積極的なはたらき
かけによって、耕地環境を改変しようとする技術であり、井堰や溜池といった
農業用水の確保、低湿地での灌排水、大規模な耕地整備などの一連の技術を指
す。「立地適応型技術」とは、与えられた環境の条件をそのまま積極的に利用
し、稲を栽培する技術である。具体的には、品種選択、播種、移植法、肥培管
理（肥料、農具等）を指す。２つの技術は相互関係のあり方を重視する概念で
あるから、同時併存することは、水稲作のあり方としては自然な姿であるが、
必ずや「立地形成型技術」が「立地適応型技術」に先行して使用されるという
（「稲作技術発展の論理―アジア稲作の比較技術論に向けて―」『農業史年報』
２、1988年)。拙稿「宋代江南における農耕技術史の方法的検討」において、
江南での農耕技術考察のために援用した。本文中の指摘はそれにより得た知見
である。
(５) 加藤繁「支那に於ける占城稲栽培の発達に就いて」『史学』18-2・3、1939年、
同「支那に於ける稲作特にその品種の発達に就いて」『東洋学報』31-1、1947
年、後どちらも『支那経済史考証』下巻、東洋文庫、1953年所収。
(６) 天野元之助「陳甫方『農書』と水稲作技術の展開」上・下『東方学報(京都)』
― 62―
19、1950年および21、1952年、後『中国農業史研究』御茶の水書房、1979年所
収。
(７) 斯波義信「南宋米市場の分析」『東洋学報』39-3、1956年、後『宋代商業史
研究』風間書房、1968年所収。
(８) 周藤吉之「南宋稲作の地域性」『史学雑誌』70-6、1961年、後『宋代経済史
研究』東京大学出版会、1962年所収。
(９) 周藤吉之「南宋に於ける稲の種類と品種の地域性」『宋代経済史研究』。
(10) 斯波義信「南宋米市場の分析」。
(11) シンポジウムの詳しい内容については、渡部忠世、桜井由躬雄編『中国江南
の稲作文化―その学際的研究―』日本放送出版協会、1984年を参照。
(12) 渡部忠世、桜井由躬雄「(シンポジウム)占城稲をめぐって―デルタ開拓の農
学的適応―」『中国江南の稲作文化―その学際的研究―』。
(13) 足立啓二「宋代両浙における水稲作の生産力水準」。
(14) 嵐嘉一『日本赤米考』雄山閣出版、1974年。
(15) 大澤正昭「唐代江南の水稲作と経営」中国史研究会編『中国史像の再構成―
国家と農民―』文理閣、1983年、後『唐宋変革期農業社会史研究』所収。
(16) 大澤正昭「宋代「河谷平野」地域の農業経営について―江西・撫州の場合
―」『上智史学』34、1989年、後『唐宋変革期農業社会史研究』所収。
(17) 游修齢「我国水稲品種資源的歴史考証」『農業考古』1981年第２期、同「我
国水稲品種資源的歴史考証・続」1982年第１期、後どちらも『稲作史論集』中
国農業科技出版社、1993年所収。
(18) 游修齢「占城稲質疑」『農業考古』1983年第１期、後『稲作史論集』所収。
(19) 陳志一「関于“占城稲”」『中国農史』1984年第３期。
(20) 足立啓二「明清時代長江下流の水稲作発展―耕地と品種を中心として―」
『文学部論叢(熊本大学)』21、1987年、後『明清中国の経済構造』所収。
(21) 川勝守「十六・十七世紀中国における稲の種類、品種の特性とその地域性」
『九州大学東洋史論集』19、1991年、後『明清江南農業経済史研究』東京大学
出版会、1992年所収。
(22) 足立啓二「明清時代長江下流域の水稲作発展―耕地と品種を中心として―」。
(23) 游修齢「我国水稲品種資源的歴史考証」、「我国水稲品種資源的歴史考証・
続」。
(24) 加藤繁「支那に於ける占城稲栽培の発達に就いて」、同「支那に於ける稲作
特にその品種の発達に就いて」、天野元之助「陳甫方『農書』と水稲作技術の展
開」、斯波義信「南宋米市場の分析」、周藤吉之「南宋稲作の地域性」、同「南
宋に於ける稲の種類と品種の地域性」。
(25) 戦前に日本、朝鮮、中国の水稲品種の生理的性質を比較検討した斎藤清は、
粘性による分類基準は主として商品化された稲籾にあるのであって、栽培時の
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生理的性質または遺伝的特性等を考慮しておらず、粳稲と糯稲の違いとは、胚
乳の性質くらいしか認められないという（「楊子江三角洲地帯の水稲に関する
研究(第一報)」『日本作物学会紀事』15-3・4、1944年)。したがって、ウルチ
であれ、モチであれ、粘性の違いが生理的性質に影響を及ぼしたのではない。
(26) 現代農学において、「早稲」や「晩稲」という分類は、水稲品種の栽培期間
が短いか長いかによって分けられる。この性質を「早晩性」という（渡部忠
世・高谷好一編著『稲のアジア史第１巻』小学館、1987年、29～31頁)。早晩
性に基づいた現代農学の品種分類は、大まかにいえば、栽培期間の短いものは
「早稲（早生)」、長いものは「晩稲（晩生)」、中間のものは「中稲（中生)」
となる。早稲・中稲・晩稲の区別は、我が国では地域によって異なる。中国で
は早稲は120日まで、中稲は120～150日、晩稲は150日以上とはっきりした区分
を設けている（ 農業辞典 編輯委員会編『農業辞典』江蘇科学技術出版社、
1979年、683～684頁)。
(27) 加藤繁「支那に於ける占城稲栽培の発達に就いて」。周藤吉之「南宋に於け
る稲の種類と品種の地域性」。
(28) 游修齢「我国水稲品種資源的歴史考証」。川勝守「十六・十七世紀中国にお
ける稲の種類、品種の特性とその地域性」。
(29) 游修齢「我国水稲品種資源的歴史考証」。
(30) 両者の具体的な主張は以下を参照。陳志一「関于“占城稲”」。曾雄生「宋代
的早稲和晩稲」『中国農史』2001年第１期。
(31) 渡部忠世、桜井由躬雄「（シンポジウム）占城稲をめぐって―デルタ開拓の
農学的適応―」。
(32) 游は文献上確認できる占城稲の生理的性質は多様であり、品種ではなく「一
群品種」であると指摘する（游修齢「我国水稲品種資源的歴史考証」)。游の想
定を換言すれば、占城稲とは品種の上位区分である「亜種」であり、品種ごと
の栽培期間を抽出した表１には適さず除外し、宋元時代の早晩性理解に引用す
るにとどめた。また、引用史料中には「早稲」ではなく「旱稲」とある。「旱
稲」とは、畑地に栽培する陸稲(オカボ)であるか、耐旱性に優れた水稲である
かという点で解釈が分かれる。論者によっては、占城稲を「耐性早稲」とする
（曹隆恭「中国古代の選種・育種のすぐれた伝統」郭文韜ほか著、渡部武訳
『中国農業の伝統と現代』、農山漁村文化協会、1989年)。だが、「旱稲＝早稲」
ではない。占城稲に包括される品種のうち、長江以南で栽培されるものはおお
むね栽培期間が短く、「早稲」と考えられる（周藤吉之「南宋に於ける稲の種
類と品種の地域性」)。だが、注意すべきは、栽培期間が短い品種を早稲とする
のは現代の農学であって、宋元時代に早稲とされる品種が同様とは限らない。
詳しくは本文中で後述する。
(33) 渡部忠世、桜井由躬雄「(シンポジウム）占城稲をめぐって―デルタ開拓の
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農学的適応―」。宮川修一「大唐米と低湿地開発」渡部忠世、田中耕司編著
『稲のアジア史第３巻』、小学館、1987年。
(34) 足立啓二「宋代以降の江南稲作」渡部忠世編著『稲のアジア史第２巻』小学
館、1987年所収。
(35) 王 『姑蘇志』巻25、兵防、禁軍によると、「呉門事類云、紹定間、呉淵為
浙西提刑、一新呉之営塁」とある。呉淵は嘉定７年（1214）の進士で、宝祐５
年（1257）に亡くなっており、紹定年間（1228～1233年）の任官は可能である。
李之亮『宋代路分長官通考』中巻、巴蜀書社、2003年、1529頁によると、紹定
５年（1232）浙西において提点刑獄を務めていたという。『呉門事類』を引用
する廬熊の『蘇州府志』は、明代初期の洪武12年（1379）になった。『呉門事
類』の成立年代を断定することはできないが、南宋末から元代に成立した可能
性が高い。
(36) 表２では、表１の(シ)香稲は除外した。この品種は晩稲と考えられるが、登
熟期が旧暦７、８、９、10月と散らばり傾向を見出すのに適さないと考えたた
めである。
(37) 足立啓二「明清時代長江下流域の水稲作発展―耕地と品種を中心として―」。
(38) 高由禧、徐淑英「東アジアの季節風の進退および雨季の始まりと終わり」吉
野正敏編著『中国の雨と気候』大明堂、1975年。
(39) 蔣徳隆、厳済遠「揚子江下流の夏季の干ばつおよび豪雨の傾向に関する研
究」『中国の雨と気候』。
(40) 渡部忠世、桜井由躬雄「(シンポジウム）占城稲をめぐって―デルタ開拓の
農学的適応―」。
(41) 足立啓二「宋代以降の江南稲作」。
(42) 林世成、 紹楷『中国水稲品種及其系譜』上海科学技術出版社、1991年、
156頁。
(43) 李栄堂「防霜的古与今」『農業考古』1982年第２期。
(44) 竺可 「中国近五千年来気候変遷的初歩研究」『考古学報』1972年第１期。
(45) 吉野正敏「歴史時代の気候変動に関する研究の展望」『地学雑誌』第116巻６
号、2007年。
(46)「感光性」という性質は日長時間（日照時間の長さ）に影響される。「感光性
が強い品種」は日長時間が短くなると花芽形成へと移行し、「感光性が弱い品
種」は日長時間が短くなっても、移行が緩慢である（渡部忠世ほか『食用作物
学概論』農山漁村文化協会、1977年、77～79頁)。二期作のうち二期目に用い
る品種に、「感光性が弱い品種」を選択すれば、日長時間が短くなっても作付
は可能である。つまり、水稲は気温が高ければいつでも栽培できる作物ではな
く、日長時間に影響を受ける感光性にも配慮しなくてはならない。もし、「感
光性が強い品種」の作付を日長時間の短い季節におこなえば、生長が不十分な
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まま花芽形成をおこない登熟するので、充分な収穫を得ることはできない（堀
江武編著『作物栽培の基礎』農山漁村文化協会、2004年、83頁)。
(47) 斎藤清「楊子江三角洲地帯の水稲に関する研究(第一報)」。
(48) 堀江武『作物栽培の基礎』58頁。
(49) 北田英人「宋元明清期中国江南三角州の農業の進化と農村手工業の発展に関
する研究」『一九八六、八七年度文部省科学研究費研究成果報告書』1988年。
(50) 周藤吉之「南宋に於ける麦作の奨励と二毛作」㈠・㈡『日本学士院紀要』13
-3、1955年、14-1、1956年、後『宋代経済史研究』所収。
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